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助成金情報

行事予定

●問　●申　公益財団法人楽天 未来のつばさ
　　　　TEL 03-5642-7890
U R L　http://mirainotsubasa.or.jp/

兵庫県健康福祉部
「子ども食堂」応援プロジェクト補助金
新たに「子ども食堂」を開設し、事業の立ち上
げに必要な経費の補助を希望する団体を募集
します。
対　象　「子ども食堂」応援プロジェクトの実

施要項に定める「子ども食堂」を立ち
上げる団体

助成額　1団体上限20万円
締切り　平成30年12月28日（金）必着
●問　●申　兵庫県健康福祉部社会福祉局生活

支援課
　　　　TEL 078-341-7711（内線3007）
U R L　https://web.pref.hyogo.lg.jp/

近畿労働金庫
2018年度近畿ろうきんNPOアワード
子育て支援活動を進めるNPO法人やボラン
ティア団体に助成します。
対　象　近畿2府4県に主な事務所を置き、非営

利の市民活動・ボランティア活動を行
う、NPO法人と法人格のない任意団体

対象事業 平成31年4月1日～平成32年3月31
日に国内で実施する子育て支援事業
（前年度からの継続分でも可）

【はばたきコース】
団体規模に関係なく新規プログラムに助成し
ます。
助成額　大賞50万円（1団体）、優秀賞30万

円（2団体）、奨励賞20万円（5団体）
【はぐくみコース】
地域で活躍する予算規模200万円以下の小
規模団体に助成します。
助成額　はぐくみ賞10万円（4団体）
締切り　平成31年1月31日（木）必着
●問　●申　近畿労働金庫
　　　　TEL 06-6449-0842
U R L　http://www.rokin.or.jp/

　　　1日 第１回社会福祉研修委員会　　
◆県社会福祉研修所

 県内市町社協事務局長勉強会 
◆県福祉センター

　　　6日 苦情解決セミナー（姫路会場）　
◆県立姫路労働会館

　　　9日 ＮＰＯ法２０年阪神・丹波・神戸
フォーラム　　　　　　　　　
◆西宮市市民交流センター

県社協「ひょうごボランタリープラザ」のWEBサイ
ト（https://www.hyogo-vplaza.jp/）では助成金
情報を多数掲載しています。ぜひご活用ください。

公益財団法人オリックス宮内財団 “子ども食堂”応援プロジェクト
平成30年度助成
さまざまな事情による、子どもの“孤食”や“欠食”
を防ぎ、地域ぐるみで子どもを大事にする場と
なる「子ども食堂」の取り組みの充実にかかる
経費の一部を助成します。
対　象　子ども食堂を運営し、実施要項にお

ける要件を満たす団体
助成額　①子ども食堂の運営に対する助成：

上限30万円まで②子ども食堂の開
設拡充に伴う設備助成：上限30万
円まで

締切り　平成30年11月30日（金）
●問　　　公益財団法人オリックス宮内財団
　　　　TEL 06-6578-1805
●申　　　兵庫県社会福祉協議会地域福祉部
　　　　TEL 078-242-4634

公益財団法人大阪コミュニティ財団
2019年度助成
社会教育・学校教育の充実活動や社会福祉の
増進など、さまざまな分野の社会貢献活動に
助成します。
対　象　1年以上の活動実績がある非営利団

体（法人格の有無は不問）で、平成
31年4月1日から32年3月31日まで
の間に、実施を予定している公益に
資する事業

助成額　各助成分野により異なる
締切り　平成30年11月30日（金）消印有効
●問　●申　公益財団法人大阪コミュニティ財団
　　　　TEL 06-6944-6260
U R L　http://www.osaka-community.or.jp

公益財団法人楽天 未来のつばさ
自立奨学支援資金
児童福祉施設や里親家庭で暮らす子どもが自
立する際の資金を提供します。
対　象　児童養護施設・母子生活支援施設

等の児童福祉施設に入所している児
童、または里親家庭で生活している
児童で、原則18歳を迎え進学・就職
する児童

助成額　就職・進学の支度金として1人15万
円（200人支援予定）

締切り　平成30年12月21日（金）必着

　　13日 生活支援コーディネーター養成
研修（実践編）　　　　　　　　
◆県民会館

 ＮＰＯ法２０年播磨・淡路フォー
ラム　　　　　　　　　　　　
◆姫路市市民会館

　　20日 第67回兵庫県社会福祉大会　
◆川西市キセラホール

 マナーリーダー研修　　　　　
◆県社会福祉研修所

　　24日 福祉の就職説明会（尼崎会場）　
◆尼崎市中小企業センター

　26日～ 社会福祉援助基礎研修Ｂコース
◆県社会福祉研修所

　　30日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（神戸・阪神コース）　　　
◆とこはの家・おかば学園

 県社協 第258回理事会　　　
◆県福祉センター

 第2回社会福祉情勢セミナー　
◆県福祉センター

　　　3日 栄養士・調理師研修　　　　　
◆県私学会館

　　　6日 近畿ブロック地域包括・在宅介護
支援センター協議会兵庫セミナー
◆神戸クリスタルタワー

　　　7日 経営協 法人経営トップセミナー
◆神戸オリエンタルホテル

　　10日 県社協 第196回評議員会　　
◆県福祉センター

　　11日 苦情解決セミナー（神戸会場）　
◆県中央労働センター

　　13日 職業倫理と権利擁護研修　　　
◆県社会福祉研修所

　　14日 財務管理研修　　　　　　　
◆県民会館

 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（淡路コース）　　　　　　
◆ゆうらぎ・五色精光園

　　18日 日常生活自立支援事業 ケースカ
ンファレンス　　　　　　　　
◆県福祉センター

 社会福祉法人 人事・労務管理研修
（人事編）　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

 トップマネジメントセミナー　　
◆加古川プラザホテル

　　19日 社会福祉法人 人事・労務管理研修
（労務編）　　　　　　　　　 
◆県福祉センター

 看護・介護職員研修　　　　　
◆県立のじぎく会館
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18日～19日
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社会福祉法人の経営計画
～理念を見つめなおし役割を考える～

特集①

P4

福祉サービスにおける苦情解決の取り組み
特集②

P9 私の物語
まちの中に新しい関係をつくりだす
大島 一晃さん（三田市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 ひまわり 地域住民の送迎サービス

みんなでつくるひょうごの福祉
さんかくカフェ ～誰もが気軽に立ち寄れる場～

抜群の知名度を誇る
「丹波黒（たんばぐろ）」。
枝豆や正月のおせち料理に

人気だよ。
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え
、具
体
的
な
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

策
定
の
際
に
は
次
の
５
つ
の
視
点
か
ら

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

県
内
の
策
定
状
況

　
昨
年
度
に
県
社
協
と
経
営
協
が
協
働

し
て
実
施
し
た
調
査
で
は
、調
査
に
回
答

し
た
県
内
の
社
会
福
祉
法
人（
２
６
６
法

人
）の
う
ち
約
４
割
が
経
営
計
画
を
策

定
済
み
、も
し
く
は
策
定
中
で
あ
る
と
回

答
し
た
。

　
策
定
目
的
は
、①
中
長
期
の
見
通
し

を
立
て
る
た
め
、②
経
営
課
題
を
整
理

す
る
た
め
、③
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、の
順
に
回
答
が
多
く
、策
定
の

効
果
と
し
て
、①
目
指
す
べ
き
姿（
ビ

ジ
ョ
ン
）の
浸
透
、②
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
、③
職
員
の
職
務
満
足
度
の
向
上

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

変
化
す
る
情
勢
と
経
営
計
画

　
県
社
協
で
は
、社
会
福
祉
法
人
の
経

営
を「〝
地
域
を
幸
福
に
す
る
〞（
地
域
福

祉
）た
め
の
経
営
理
念
を
実
現
す
る
継

続
的
な
営
み
」と
定
義
し
、安
定
し
た
法

人
経
営
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会（
以

下
、「
経
営
協
」）や
経
営
協
青
年
協
議
会

と
協
力
し
、経
営
計
画
の
策
定
を
支
援

し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、介
護
や
保
育
な

ど
の
社
会
福
祉
事
業
を
担
う
と
と
も

に
、変
化
す
る
情
勢
の
中
で
地
域
の
生

活・福
祉
課
題
を
解
決
す
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、環
境

の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
経
営
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠
で
、羅

針
盤
と
な
る
の
が
経
営
計
画
で
あ
る
。

　
経
営
計
画
の
策
定
に
は
、ま
ず
法
人

の
使
命
を
内
包
す
る
経
営
理
念
に
基
づ

き
３
年
後
の
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
検

討
す
る
。そ
の
姿
と
現
状
を
踏
ま
え
、課

題
を
抽
出
し
、課
題
解
決
の
方
策
を
考

経
営
計
画
の
意
義
と

県
内
の
策
定
状
況

　
以
下
、昨
年
度
に
県
社
協
の
経
営
計

画
指
導
者
派
遣
事
業
を
活
用
し
、実
際

に
経
営
計
画
を
策
定
し
た
社
会
福
祉
法

人
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
障
害
者
支
援
施
設
愛
心
園
で
は
、施

設
長
の
交
代
を
き
っ
か
け
に
、次
代
を

担
う
職
員・役
員
の
育
成
、設
備
の
増

改
築
を
目
的
に
、３
カ
年
の
経
営
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。理
事
や
評
議

員
、職
員
ら
が
毎
回
20
名
以
上
参
加

す
る
研
修
を
４
回
、職
員
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議
を
６
回
実
施
し
た
。

　
現
場
の
職
員
体
制
が
厳
し
い
中
で

時
間
を
作
り
、普
段
接
す
る
こ
と
の

少
な
い
役
員
と
一
緒
に
取
り
組
む
研

修
で
は
、役
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
３
年
後
の
法
人
の
あ
る
べ
き
姿

（
ビ
ジ
ョ
ン
）に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、

時
に
は
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら

法
人
の
課
題
を
検
討
し
、共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
経
営
計
画
の
よ
う
な
中
長
期
計
画

で
は
、目
の
前
の
課
題
に
取
り
組
む

単
年
度
の
事
業
計
画
と
異
な
り
、常

に
法
人
理
念
を
意
識
し
、そ
れ
に
基

　改正社会福祉法の施行により、社会福祉
法人は経営組織のガバナンスや事業運営
の透明性、財務規律の強化、地域における
公益的な取組の責務が規定された。
　さらに、社会福祉法人は利用者や地域
社会に対し、継続的かつ安定した事業の展
開が求められており、法人の理念や取り組
みを経営計画によって「見える化」すること
が重要だ。
　この特集では、経営計画を策定している
社会福祉法人の取り組みを紹介し、計画を
策定する意義についてお伝えする。

づ
き
議
論
す
る
。役
職
員
一
人
ひ
と
り

が
改
め
て
法
人
理
念
を
意
識
す
る
こ

と
で
、自
分
た
ち
の
日
々
の
業
務
と

理
念
が
つ
な
が
っ
て
い
る
確
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、職
員
が
経
営
計
画
策
定
に
参

画
し
た
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
理
念
、

自
分
た
ち
の
計
画
と
い
う
思
い
が
深

ま
り
、利
用
者
に「
よ
り
良
い
生
活
の

場
、支
援
を
提
供
す
る
」と
い
う
使
命

の
実
現
を
目
指
す
実
効
性
の
あ
る
計

画
と
な
っ
た
。役
職
員
み
ん
な
の
思
い

を
経
営
計
画
と
し
て「
見
え
る
化
」す

る
こ
と
で
、目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
経
営
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
で
、役
職

員
一
人
ひ
と
り
が
法
人
理
念
を
理
解
し
、

み
ん
な
で
数
年
後
の
法
人
の
理
想
の
姿

を
共
有
す
る
。そ
の
実
現
に
向
け
て
課
題

の
解
決
策
を
考
え
、目
標
設
定
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
。愛
心
福
祉
会
で
は
役

員
も
管
理
職
も
一
般
職
員
も
経
営
計
画

の
策
定
段
階
か
ら
主
体
的
に
関
わ
る
こ

と
で
、法
人
理
念
の
浸
透
や
職
員
の
参

画
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
、い
く
つ
か
の

良
い
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

　
例
え
ば
、計
画
策
定
を
通
じ
て
役
職

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
る
こ
と
で
、利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

役
員
・
職
員
が
組
織
内
外
へ
意
識
を
向

け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、地
域
の
ニ
ー

ズ
発
見
や
情
勢
変
化
へ
の
対
応
力
が
向

上
す
る
な
ど
、人
材
育
成
に
も
効
果
が

み
ら
れ
る
。

　
経
営
計
画
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を

掲
げ
る
社
会
福
祉
法
人
が
、利
用
者
や

地
域
住
民
、関
係
機
関
な
ど
に
対
し
、何

を
目
指
し
て
い
て
、何
を
し
て
い
る
の
か

計画策定における協議のプロセスが、役員・職員の思い、
方向性を束ねていく

　
こ
れ
は
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行

な
ど
で
利
用
者
自
ら
が
苦
情
を
申
し
出

る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
、株
式

会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
幅
広
い
主
体

の
参
入
が
進
み
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

も
多
様
化
し
た
こ
と
等
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

事
業
所
段
階
で
の
苦
情
の
状
況

　
一方
、事
業
所
に
直
接
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
の
状
況
に
つ
い
て
、適
正
化
委
員
会

が
今
年
度
の
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
に
合

わ
せ
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
回

答
数
3
0
8
事
業
所
）を
元
に
分
析
し

て
み
た
い
。

　
図
２
に
あ
る
よ
う
に
苦
情
の
内
容
で

一
番
多
い
の
は「
職
員
の
接
遇
」が
41
％
、

適
正
化
委
員
会
で
の
苦
情
の
状
況

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
苦
情
解
決

制
度
は
、サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
直
接
寄
せ

ら
れ
る
苦
情
と
、兵
庫
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会（
以
下
、「
適
正
化

委
員
会
」）に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
２
段

階
が
あ
る
。事
業
所
に
直
接
言
い
に
く
い

場
合
や
事
業
所
で
解
決
が
困
難
な
場
合

に
、医
師
や
弁
護
士
、大
学
教
授
等
の
委

員
で
構
成
す
る
適
正
化
委
員
会
に
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
。昨
年
度
、適
正
化
委
員

会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
は
1
8
3
件
で
、

６
年
前
の
２
倍
を
記
録
し
た（
図
1
）。

福祉サービスにおける
苦情解決の取り組み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
の
状
況

次
い
で「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」が
26
％

と
な
っ
た
。何
気
な
い
態
度
や
一
言
が
利

用
者
に
心
理
的
な
影
響
を
与
え
る
な
ど

の
事
例
が
見
ら
れ
、障
害
の
特
性
等
を

理
解
し
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
次
に
、苦
情
の
公
表
に
関
し
て
、「
職

員
間
で
の
情
報
共
有
」は
８
割
を
超
え

て
い
る
が
、職
員
以
外
の
外
部
へ
の
公
表

は
３
割
未
満
で
あ
る（
図
３
）。職
員
間

の
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る

が
、外
部
に
公
表
す
る
こ
と
で
、事
業
所

内
の
意
識
改
革
が
で
き
、し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
る
。

現
在
、国
に
お
い
て
、『
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
』が
創
設

さ
れ
、平
成
30
年
９
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
運
用
開
始
と
な
っ
た
が
、そ

の
中
に
は
、「
苦
情
解
決
制
度
」の
項
目

も
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、個
々

の
苦
情
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
そ
の
内
容

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
法
人
が

増
え
て
い
る
。苦
情
の
公
表
は
、事
業
運

営
の
透
明
性
を
図
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

な
る
も
の
で
、積
極
的
に
公
表
す
る
姿

勢
が
望
ま
れ
る
。

　福祉サービスが契約制度に移行して２０年
近く経過したが、福祉サービスを提供する事
業所数が飛躍的に増加する一方で、サービス
の質の向上が課題となっている。そのために
も、「社会福祉事業の経営者は、常にその提供
するサービスについて、利用者等からの苦情
の適切な解決に努めなければならない」（社会
福祉法第82条）とある通り、苦情解決の仕組
みの構築が欠かせない。
　この特集では、県内事業所へのアンケート
などを参考に、福祉現場の苦情解決の現状と
課題を考える。

　
事
業
者
段
階
の
苦
情
解
決
体
制
と
し

て
、「
苦
情
解
決
責
任
者
」、「
苦
情
受
付
担

当
者
」の
ほ
か
、「
第
三
者
委
員
」を
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。第
三
者
委
員

は
、法
人
の
監
事
や
民
生
委
員・児
童
委

員
、評
議
員
等
が
選
任
さ
れ
る
場
合
が
多

い
が
、そ
の
設
置
率
は
十
分
と
は
い
え
な

い
。「
な
ぜ
設
置
し
て
い
な
い
の
か
」の
設

問
に
対
し
て
、「
職
員
で
十
分
可
能
」と
の

回
答
が
半
数
近
く
を
占
め
た
。し
か
し
そ

れ
で
は
、「
苦
情
を
密
室
化
せ
ず
苦
情
に

社
会
性
や
客
観
性
を
持
た
せ
る
」と
い
う

第
三
者
委
員
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と

は
期
待
で
き
な
い
。

　
最
近
の
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と

し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
あ

る
利
用
者
の
入
所
継
続
か
退
所
か
を

め
ぐ
り
、利
用
者
の
親
族
と
施
設
と
で

意
見
が
相
違
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

行
政
に
は「
当
事
者
同
士
の
契
約
の
問

題
」と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

が
、こ
の
と
き
、第
三
者
委
員
に
話
し

合
い
の
場
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。第
三
者

委
員
制
度
は
、利
用
者
保
護
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、こ
れ
を
使

わ
な
い
の
は
、そ
れ
だ
け
利
用
者
の
権

利
行
使
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
あ
る
事
業
所
の
第
三
者
委
員
は
、定

例
相
談
日
を
設
け
る
ほ
か
、２
カ
月
に
１

回
利
用
者
と
昼
食
を
と
り
、困
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
な
ど「
苦
情
の
掘
起
し
」

を
進
め
て
い
る
。「
苦
情
が
あ
る
け
ど
言

い
出
し
に
く
い
」と
い
う
環
境
を
打
破
す

る
た
め
、こ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、参
考
に
な
る
。

　
昨
年
の
３
月
に
は
、苦
情
解
決
に
か

か
る
国
の
指
針
が
大
幅
に
改
正
さ
れ

た
。そ
こ
で
も
、「
苦
情
へ
の
適
切
な
対

応
は
、自
ら
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
検
証
・
利
用
者
の
満
足
感
の
向
上
に

寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、虐
待
防
止
な

ど
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
寄

与
し
、こ
う
し
た
対
応
の
積
み
重
ね
が

社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
者
の
社
会

的
信
頼
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」と

示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、事
業
所
を
選
ぶ
基
準
の
中
で
、

苦
情
へ
の
取
り
組
み
度
合
い
が
評
価
さ

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。利
用
者
と

事
業
者
双
方
が
参
画
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
実
践
か
ら
、各
事
業
所
に
あ
っ
た

苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

第
三
者
委
員
の
活
用
と
苦
情

へ
の
適
切
な
対
応
に
向
け
て

社会福祉法人の経営計画
～理念を見つめ直し、役割を考える～

事
例 （
福
）愛
心
福
祉
会（
上
郡
町
）

ゼミナール形式で、経営計画策定のリーダーとなる人材を養成

法
人
理
念
の
実
現
に
向
け
て

経
営
計
画
を
策
定
し
よ
う

経営計画策定の5つの視点

①学習と成長
②業務プロセス
③顧客
④財務
⑤地域公益

を「
見
え
る
化
」し
て
示
す
こ
と
が
で
き

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
は
、経

営
計
画
の
策
定
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
、法
人
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
を

獲
得
し
、〝
地
域
を
幸
福
に
す
る
〞取
り

組
み（
地
域
福
祉
）を
よ
り一層
進
め
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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え
、具
体
的
な
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

策
定
の
際
に
は
次
の
５
つ
の
視
点
か
ら

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

県
内
の
策
定
状
況

　
昨
年
度
に
県
社
協
と
経
営
協
が
協
働

し
て
実
施
し
た
調
査
で
は
、調
査
に
回
答

し
た
県
内
の
社
会
福
祉
法
人（
２
６
６
法

人
）の
う
ち
約
４
割
が
経
営
計
画
を
策

定
済
み
、も
し
く
は
策
定
中
で
あ
る
と
回

答
し
た
。

　
策
定
目
的
は
、①
中
長
期
の
見
通
し

を
立
て
る
た
め
、②
経
営
課
題
を
整
理

す
る
た
め
、③
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、の
順
に
回
答
が
多
く
、策
定
の

効
果
と
し
て
、①
目
指
す
べ
き
姿（
ビ

ジ
ョ
ン
）の
浸
透
、②
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
、③
職
員
の
職
務
満
足
度
の
向
上

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

変
化
す
る
情
勢
と
経
営
計
画

　
県
社
協
で
は
、社
会
福
祉
法
人
の
経

営
を「〝
地
域
を
幸
福
に
す
る
〞（
地
域
福

祉
）た
め
の
経
営
理
念
を
実
現
す
る
継

続
的
な
営
み
」と
定
義
し
、安
定
し
た
法

人
経
営
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会（
以

下
、「
経
営
協
」）や
経
営
協
青
年
協
議
会

と
協
力
し
、経
営
計
画
の
策
定
を
支
援

し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、介
護
や
保
育
な

ど
の
社
会
福
祉
事
業
を
担
う
と
と
も

に
、変
化
す
る
情
勢
の
中
で
地
域
の
生

活・福
祉
課
題
を
解
決
す
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、環
境

の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
経
営
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠
で
、羅

針
盤
と
な
る
の
が
経
営
計
画
で
あ
る
。

　
経
営
計
画
の
策
定
に
は
、ま
ず
法
人

の
使
命
を
内
包
す
る
経
営
理
念
に
基
づ

き
３
年
後
の
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
検

討
す
る
。そ
の
姿
と
現
状
を
踏
ま
え
、課

題
を
抽
出
し
、課
題
解
決
の
方
策
を
考

経
営
計
画
の
意
義
と

県
内
の
策
定
状
況

　
以
下
、昨
年
度
に
県
社
協
の
経
営
計

画
指
導
者
派
遣
事
業
を
活
用
し
、実
際

に
経
営
計
画
を
策
定
し
た
社
会
福
祉
法

人
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
障
害
者
支
援
施
設
愛
心
園
で
は
、施

設
長
の
交
代
を
き
っ
か
け
に
、次
代
を

担
う
職
員・役
員
の
育
成
、設
備
の
増

改
築
を
目
的
に
、３
カ
年
の
経
営
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。理
事
や
評
議

員
、職
員
ら
が
毎
回
20
名
以
上
参
加

す
る
研
修
を
４
回
、職
員
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議
を
６
回
実
施
し
た
。

　
現
場
の
職
員
体
制
が
厳
し
い
中
で

時
間
を
作
り
、普
段
接
す
る
こ
と
の

少
な
い
役
員
と
一
緒
に
取
り
組
む
研

修
で
は
、役
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
３
年
後
の
法
人
の
あ
る
べ
き
姿

（
ビ
ジ
ョ
ン
）に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、

時
に
は
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら

法
人
の
課
題
を
検
討
し
、共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
経
営
計
画
の
よ
う
な
中
長
期
計
画

で
は
、目
の
前
の
課
題
に
取
り
組
む

単
年
度
の
事
業
計
画
と
異
な
り
、常

に
法
人
理
念
を
意
識
し
、そ
れ
に
基

　改正社会福祉法の施行により、社会福祉
法人は経営組織のガバナンスや事業運営
の透明性、財務規律の強化、地域における
公益的な取組の責務が規定された。
　さらに、社会福祉法人は利用者や地域
社会に対し、継続的かつ安定した事業の展
開が求められており、法人の理念や取り組
みを経営計画によって「見える化」すること
が重要だ。
　この特集では、経営計画を策定している
社会福祉法人の取り組みを紹介し、計画を
策定する意義についてお伝えする。

づ
き
議
論
す
る
。役
職
員
一
人
ひ
と
り

が
改
め
て
法
人
理
念
を
意
識
す
る
こ

と
で
、自
分
た
ち
の
日
々
の
業
務
と

理
念
が
つ
な
が
っ
て
い
る
確
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、職
員
が
経
営
計
画
策
定
に
参

画
し
た
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
理
念
、

自
分
た
ち
の
計
画
と
い
う
思
い
が
深

ま
り
、利
用
者
に「
よ
り
良
い
生
活
の

場
、支
援
を
提
供
す
る
」と
い
う
使
命

の
実
現
を
目
指
す
実
効
性
の
あ
る
計

画
と
な
っ
た
。役
職
員
み
ん
な
の
思
い

を
経
営
計
画
と
し
て「
見
え
る
化
」す

る
こ
と
で
、目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
経
営
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
で
、役
職

員
一
人
ひ
と
り
が
法
人
理
念
を
理
解
し
、

み
ん
な
で
数
年
後
の
法
人
の
理
想
の
姿

を
共
有
す
る
。そ
の
実
現
に
向
け
て
課
題

の
解
決
策
を
考
え
、目
標
設
定
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
。愛
心
福
祉
会
で
は
役

員
も
管
理
職
も
一
般
職
員
も
経
営
計
画

の
策
定
段
階
か
ら
主
体
的
に
関
わ
る
こ

と
で
、法
人
理
念
の
浸
透
や
職
員
の
参

画
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
、い
く
つ
か
の

良
い
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

　
例
え
ば
、計
画
策
定
を
通
じ
て
役
職

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
る
こ
と
で
、利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

役
員
・
職
員
が
組
織
内
外
へ
意
識
を
向

け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、地
域
の
ニ
ー

ズ
発
見
や
情
勢
変
化
へ
の
対
応
力
が
向

上
す
る
な
ど
、人
材
育
成
に
も
効
果
が

み
ら
れ
る
。

　
経
営
計
画
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を

掲
げ
る
社
会
福
祉
法
人
が
、利
用
者
や

地
域
住
民
、関
係
機
関
な
ど
に
対
し
、何

を
目
指
し
て
い
て
、何
を
し
て
い
る
の
か

計画策定における協議のプロセスが、役員・職員の思い、
方向性を束ねていく

　
こ
れ
は
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行

な
ど
で
利
用
者
自
ら
が
苦
情
を
申
し
出

る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
、株
式

会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
幅
広
い
主
体

の
参
入
が
進
み
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

も
多
様
化
し
た
こ
と
等
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

事
業
所
段
階
で
の
苦
情
の
状
況

　
一方
、事
業
所
に
直
接
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
の
状
況
に
つ
い
て
、適
正
化
委
員
会

が
今
年
度
の
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
に
合

わ
せ
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
回

答
数
3
0
8
事
業
所
）を
元
に
分
析
し

て
み
た
い
。

　
図
２
に
あ
る
よ
う
に
苦
情
の
内
容
で

一
番
多
い
の
は「
職
員
の
接
遇
」が
41
％
、

適
正
化
委
員
会
で
の
苦
情
の
状
況

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
苦
情
解
決

制
度
は
、サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
直
接
寄
せ

ら
れ
る
苦
情
と
、兵
庫
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会（
以
下
、「
適
正
化

委
員
会
」）に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
２
段

階
が
あ
る
。事
業
所
に
直
接
言
い
に
く
い

場
合
や
事
業
所
で
解
決
が
困
難
な
場
合

に
、医
師
や
弁
護
士
、大
学
教
授
等
の
委

員
で
構
成
す
る
適
正
化
委
員
会
に
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
。昨
年
度
、適
正
化
委
員

会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
は
1
8
3
件
で
、

６
年
前
の
２
倍
を
記
録
し
た（
図
1
）。

福祉サービスにおける
苦情解決の取り組み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
の
状
況

次
い
で「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」が
26
％

と
な
っ
た
。何
気
な
い
態
度
や
一
言
が
利

用
者
に
心
理
的
な
影
響
を
与
え
る
な
ど

の
事
例
が
見
ら
れ
、障
害
の
特
性
等
を

理
解
し
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
次
に
、苦
情
の
公
表
に
関
し
て
、「
職

員
間
で
の
情
報
共
有
」は
８
割
を
超
え

て
い
る
が
、職
員
以
外
の
外
部
へ
の
公
表

は
３
割
未
満
で
あ
る（
図
３
）。職
員
間

の
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る

が
、外
部
に
公
表
す
る
こ
と
で
、事
業
所

内
の
意
識
改
革
が
で
き
、し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
る
。

現
在
、国
に
お
い
て
、『
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
』が
創
設

さ
れ
、平
成
30
年
９
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
運
用
開
始
と
な
っ
た
が
、そ

の
中
に
は
、「
苦
情
解
決
制
度
」の
項
目

も
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、個
々

の
苦
情
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
そ
の
内
容

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
法
人
が

増
え
て
い
る
。苦
情
の
公
表
は
、事
業
運

営
の
透
明
性
を
図
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

な
る
も
の
で
、積
極
的
に
公
表
す
る
姿

勢
が
望
ま
れ
る
。

　福祉サービスが契約制度に移行して２０年
近く経過したが、福祉サービスを提供する事
業所数が飛躍的に増加する一方で、サービス
の質の向上が課題となっている。そのために
も、「社会福祉事業の経営者は、常にその提供
するサービスについて、利用者等からの苦情
の適切な解決に努めなければならない」（社会
福祉法第82条）とある通り、苦情解決の仕組
みの構築が欠かせない。
　この特集では、県内事業所へのアンケート
などを参考に、福祉現場の苦情解決の現状と
課題を考える。

　
事
業
者
段
階
の
苦
情
解
決
体
制
と
し

て
、「
苦
情
解
決
責
任
者
」、「
苦
情
受
付
担

当
者
」の
ほ
か
、「
第
三
者
委
員
」を
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。第
三
者
委
員

は
、法
人
の
監
事
や
民
生
委
員・児
童
委

員
、評
議
員
等
が
選
任
さ
れ
る
場
合
が
多

い
が
、そ
の
設
置
率
は
十
分
と
は
い
え
な

い
。「
な
ぜ
設
置
し
て
い
な
い
の
か
」の
設

問
に
対
し
て
、「
職
員
で
十
分
可
能
」と
の

回
答
が
半
数
近
く
を
占
め
た
。し
か
し
そ

れ
で
は
、「
苦
情
を
密
室
化
せ
ず
苦
情
に

社
会
性
や
客
観
性
を
持
た
せ
る
」と
い
う

第
三
者
委
員
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と

は
期
待
で
き
な
い
。

　
最
近
の
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と

し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
あ

る
利
用
者
の
入
所
継
続
か
退
所
か
を

め
ぐ
り
、利
用
者
の
親
族
と
施
設
と
で

意
見
が
相
違
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

行
政
に
は「
当
事
者
同
士
の
契
約
の
問

題
」と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

が
、こ
の
と
き
、第
三
者
委
員
に
話
し

合
い
の
場
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。第
三
者

委
員
制
度
は
、利
用
者
保
護
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、こ
れ
を
使

わ
な
い
の
は
、そ
れ
だ
け
利
用
者
の
権

利
行
使
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
あ
る
事
業
所
の
第
三
者
委
員
は
、定

例
相
談
日
を
設
け
る
ほ
か
、２
カ
月
に
１

回
利
用
者
と
昼
食
を
と
り
、困
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
な
ど「
苦
情
の
掘
起
し
」

を
進
め
て
い
る
。「
苦
情
が
あ
る
け
ど
言

い
出
し
に
く
い
」と
い
う
環
境
を
打
破
す

る
た
め
、こ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、参
考
に
な
る
。

　
昨
年
の
３
月
に
は
、苦
情
解
決
に
か

か
る
国
の
指
針
が
大
幅
に
改
正
さ
れ

た
。そ
こ
で
も
、「
苦
情
へ
の
適
切
な
対

応
は
、自
ら
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
検
証
・
利
用
者
の
満
足
感
の
向
上
に

寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、虐
待
防
止
な

ど
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
寄

与
し
、こ
う
し
た
対
応
の
積
み
重
ね
が

社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
者
の
社
会

的
信
頼
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」と

示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、事
業
所
を
選
ぶ
基
準
の
中
で
、

苦
情
へ
の
取
り
組
み
度
合
い
が
評
価
さ

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。利
用
者
と

事
業
者
双
方
が
参
画
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
実
践
か
ら
、各
事
業
所
に
あ
っ
た

苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

第
三
者
委
員
の
活
用
と
苦
情

へ
の
適
切
な
対
応
に
向
け
て

社会福祉法人の経営計画
～理念を見つめ直し、役割を考える～

事
例 （
福
）愛
心
福
祉
会（
上
郡
町
）

ゼミナール形式で、経営計画策定のリーダーとなる人材を養成

法
人
理
念
の
実
現
に
向
け
て

経
営
計
画
を
策
定
し
よ
う

経営計画策定の5つの視点

①学習と成長
②業務プロセス
③顧客
④財務
⑤地域公益

を「
見
え
る
化
」し
て
示
す
こ
と
が
で
き

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
は
、経

営
計
画
の
策
定
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
、法
人
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
を

獲
得
し
、〝
地
域
を
幸
福
に
す
る
〞取
り

組
み（
地
域
福
祉
）を
よ
り一層
進
め
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　宝塚市では、障害者とその家族などが気軽に立
ち寄れる場所として「さんかくカフェ」が9月にオー
プン。カフェには障害者やその家族だけでなく、
コーヒーやランチを楽しみにくるお客さんもいるん
だって。今回はそのカフェについて紹介するよ。

く
の
に
抵
抗
が
あ
る
方
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
受
け
や
す
く
な
る
。

　
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
さ
ん
か
く
カ

フ
ェ
だ
が
、S
N
S
は
立
ち
上
げ
た
も
の
の

他
に
広
告
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

「
カ
フ
ェ
を
応
援
し
て
く
れ
る
方
た
ち
が
宣

伝
し
て
く
れ
る
の
で
」と
小
林
さ
ん
は
嬉
し

そ
う
に
話
す
。い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
つ
な
が

り
が
、カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
資
源
に
な
っ
て

お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実

施
も
人
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
た
こ
と
だ
。

　
「
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た
人
か
ら『
も
っ
と

こ
う
し
て
欲
し
い
』と
い
っ
た
声
が
聞
き

た
い
」と
小
林
さ
ん
。こ
の
よ
う
な
声
を

　
さ
ん
か
く
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
た
小

林
さ
ん
は
、宝
塚
市
の
発
達
障
害
の
子
を

持
つ
家
族
と
支
援
者
の
会「
宝
塚
発
達
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
花
」の
代
表
者
。同
会
で
は
、

家
族
や
支
援
者
間
で
の
交
流
会
を
月
1

回
行
っ
て
い
た
が
、「
予
定
が
立
た
な
い
」

や「
参
加
し
た
い
が
会
議
体
で
は
名
乗
ら

な
く
て
は
な
ら
ず
、名
乗
り
た
く
な
い
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
誰
で

も
気
軽
に
」集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
カ

フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
を
決
め
た
と
い
う
。

　
店
内
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
訪
れ
や
す
い

よ
う
多
様
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。車
椅

子
の
方
が
来
て
も
、車
椅
子
で
通
れ
る
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、可
動
式

の
三
角
形
の
テ
ー
ブ
ル
も
配
置
さ
れ
て
い

る
。テ
ー
ブ
ル
の
形
を
変
え
る
こ
と
で
、訪

れ
た
人
同
士
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ

く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。も
ち
ろ
ん
、カ

フ
ェ
を
訪
れ
る
の
に
自
己
紹
介
す
る
必
要

は
な
い
。

　
さ
ら
に
、今
後
カ
フ
ェ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
行
う
予
定
で
、病
院
へ
行

拾
っ
て
い
く
こ
と
で
、誰
も
が
気
軽
に
利

用
し
や
す
い
カ
フ
ェ
づ
く
り
が
で
き
る
か

ら
だ
。ま
た
、今
後
は
障
害
者
の
就
労
の

場
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。ラ
ン
チ

タ
イ
ム
な
ど
の
忙
し
い
時
間
帯
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
、賃
金
を
支
払
う
こ
と
で
、

カ
フ
ェ
を
就
労
と
い
う
形
で
利
用
す
る

仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。こ
の
よ
う
に
さ
ん
か
く
カ
フ
ェ
は
、あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
フ
ェ
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
き
っ
か
け

誰
で
も
ふ
ら
っ
と

立
ち
寄
れ
る
場
所

人
の
つ
な
が
り

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

取材を終えて
小林さんの大切にしている「さんかくの角をもっと尖らせ
る」「つなぎ合わせることで新しい形になる」というコン
セプトがあります。その言葉から、さんかくカフェという
名前に「今あるものをよりよい形に変えられれば」「今す
ぐには実現できないことでも、実現に向け何かできるこ
とをしていきたい」という想いが込められているというこ
とが伝わりました。

さんかくカフェ
～誰もが気軽に立ち寄れる場～

さんかくカフェ（宝塚市）
TEL 0797-98-9918

6

　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン協賛事業として、「支え合い」を合言葉に県内各地で地域フォーラ
ムが開催されており、支え合い社会へ向けた理解、協力の輪が広がっています。

　推進協議会では、今年度からの新テーマ「地域での支え合いをす
すめよう！」をコンセプトに新しい啓発パンフレットを作成しました。
　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの歩みや、県内で広が
る活動写真などを掲載しています。
　地域フォーラムや各種イベントなど、住民へ広く呼びかけるツール
としてご活用いただけます。配布をご希望の方は、下記事務局まで
ご連絡いただきますようお願いいたします。

新しい啓発パンフレットで
「地域での支え合い」を呼びかけよう！

ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会　事務局
（兵庫県社会福祉協議会　企画部）　ＴＥＬ：078-242-4636

ＴＯＰＩＣＳ

「つながり・支え合い」を合言葉に、地域フォーラムが開催されています

   開催日

  9月  8日

  9月22日

  9月29日

10月27日

11月  8日

11月11日

11月23日

  1月26日

 2月～3月

開催地

加東市

赤穂市

佐用町

養父市

宝塚市

高砂市

西脇市

三田市

淡路市

事業名

第12回かとう福祉まつり・地域ケア市民フォーラム

地域福祉セミナー「子ども食堂（居場所）を考える」

佐用町地域福祉研修会・佐用町認知症フォーラム

養父市地域づくりフォーラム～みんなでつくろう支え合い・助け合いのまち～

地域のつながり・ささえあいを考えるフォーラム
「“助けて”と言える地域へ。～共生のまちづくりをめざして～」

第28回みんなの社協フェア（共に生きる地域づくりをめざして）

いきいきふれ愛まつり～つながれ・ひろがれ・みんなの“わ”～

平成30年度 三田市社会福祉大会

第4回淡路市集落福祉フォーラム

※11月以降の日程は、それぞれ開催予定です。詳細は、各市社協の開催案内をご覧ください。

さんかくカフェの外観。白を基調とした綺麗なお店

店内の様子。いろいろな人のつながりを生み出している
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今
の
子
ど
も
に
と
っ
て
大
人
と
は
、

親
と
学
校
の
先
生
を
指
す
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。昔
は
、親
族

に
ひ
と
り
は
〝
寅
さ
ん
〞
の
よ
う
な
自

由
で
個
性
的
な
大
人
が
い
て
、子
ど
も

は
異
な
る
価
値
観
に
出
会
え
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、今
は
親
族
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
、子
ど
も
の
周
り
に
は
〝
寅
さ
ん
〞

の
よ
う
な
大
人
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

か
く
い
う
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
。

　
そ
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

大
学
時
代
に
友
人
に
誘
わ
れ
て
、障
害

児
者
の
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
と
き
で
し
た
。そ

れ
ま
で
は
障
害
者
と
も
年
の
離
れ
た
人

と
も
接
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
く
、彼

ら
は
私
に
と
っ
て
遠
い
存
在
で
し
た
。

し
か
し
、サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
異

な
る
価
値
観
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

の
人
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、彼
ら
と
損

得
抜
き
で
話
し
合
う
こ
と
に
面
白
み
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
私
は
、大
人
も
子
ど

も
も
地
域
の
中
で
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
人
た
ち
と
出
会
え
る
場
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
、同
じ
想
い
を
持

つ
仲
間
と
共
に
N
P
O
法
人
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
法
人
活
動
の
一
つ
に
、ま
ち
の
寺
子

屋「
ま
な
び
あ
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

週
２
回
放
課
後
に
開
設
す
る
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
場
で
、小
学
生
以
上
で
あ

れ
ば
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。大
学
生

や
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
、勉
強
や
遊
び

の
相
手
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
な
び
あ
」を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

あ
る
女
の
子
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
彼
女
は
中
学
時
代
に
い
じ
め
に
遭
い

不
登
校
に
な
っ
た
経
験
か
ら
自
己
肯
定

感
が
低
く
、当
初
は
将
来
の
こ
と
を
あ

ま
り
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
彼
女
が
、あ
る
日
ぽ
ろ
り
と「
勉

強
し
た
い
」と
つ
ぶ
や
い
た
の
で
す
。当

時
通
っ
て
い
た
定
時
制
高
校
か
ら
市
民

主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
の
広
報

チ
ー
ム
に
参
加
し
、多
く
の
人
と
接
し

た
こ
と
で
、自
信
を
持
て
た
よ
う
で
し

た
。彼
女
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
瞬

間
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
が
、生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
私
は「
ま
な
び
あ
」を
、子
ど
も
た
ち

が
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と

出
会
え
る
場
と
い
う
だ
け
で
な
く
、大

人
に
と
っ
て
も
出
会
い
の
場
と
な
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
触
れ

合
う
機
会
を
生
み
出
す
よ
う
意
識
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
に
集
う
人
た
ち
が
相
互
に
影
響

を
与
え
合
い
、良
い
変
化
を
生
み
出
す

場
と
し
て
、「
ま
な
び
あ
」の
よ
う
な
取

り
組
み
を
他
の
地
域
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今回は、特別養護老人ホームけやきホールが行っている地域住民の送迎サ

ービスを紹介します。

　デイサービスの送迎車の空き時間を使って、移動手段の少ない高齢者のサ

ポートを行っています。少しずつ地域の関係機関と連携を図りながら、送迎以

外の取り組みにも発展し始めている社会福祉法人の実践です。

地域住民の送迎サービス

社会福祉法人ひまわり
特別養護老人ホーム　けやきホール
豊岡市但東町太田614
ＴＥＬ：0796-56-1016
ＵＲＬ：http://himawari-mission.com/

Q1.取り組みのきっかけは
A1.けやきホールがある地域は、高齢化率が
40％を超えており、自動車の運転ができない高
齢者が年々増えている状況でした。
　施設開設当初から「地域のために何かできない
か」と模索をしていたところ、平成20年に近隣に
温泉施設「たんたん温泉」が開設し、交通手段が
ない地域の高齢者から行政に「たんたん温泉へ
気軽に行きたい」という要望があったと聞きまし
た。それをきっかけに、平成21年にデイサービス
の送迎がない時間帯にデイサービスの送迎車を
活用して、たんたん温泉への無料送迎サービス

を実施することにしました。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.施設周辺の４つの地区を週１回ずつ巡回して
希望者の自宅とたんたん温泉間の送迎をしていま
す。運行日は、たんたん温泉が実施しているサービ
スデイ（サイコロゲームで出た目の数で次回無料
になる）に合わせて金曜日に設定しています。
　住民からの申込は、毎週木曜日までにけやき
ホールへ電話で予約します。当日は10時30
分頃から順次住民宅を訪問して行きます。
帰りは、14時～15時30分頃を目安に温
泉を出発しています。
　温泉送迎バスの実施にあたっては、
チラシを全戸配布してお知らせする
など、より多くの方に利用してい
ただけるよう工夫しています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.たんたん温泉の送迎サービスはこれからも継
続していきたいと考えています。
　また、昨年度から近隣の市立コミュニティセンターの職
員や民生委員・児童委員などで企画する「一人暮らし高齢
者の交流会」の開催にも関わっています。会場までの移動
手段がない方の送迎をはじめ、施設の栄養士が協力して食
事メニューを検討したり、出し物を介護職員が担当したり
と、地域とともに取り組む内容が幅広くなってきました。
　企画会議に参画することで、住民の方々が施設に何を期待
しているのかを知る機会にもなっており、これからも住民の声を
聴きながら出来る限りの地域貢献をしていきたいと思います。

キラリ★社会福祉法人
～社会福祉法人ひまわり（豊岡市）～ 

高齢者に配慮した車が
大活躍！

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

2018 November 8

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

〝
寅
さ
ん
〟と

出
会
え
る
場
を
地
域
に

少
女
の
一
言
か
ら

学
び
の
場
づ
く
り
へ

一
人
一
人
は
微
力
か
も

し
れ
な
い
が
、

無
力
で
は
な
い

一
人
一
人
は
微
力
か
も

し
れ
な
い
が
、

無
力
で
は
な
い

私
の
モ
ッ
ト
ー 

まちの中に新しい関係を
つくりだす

大島 一晃さん 
（三田市）

おおしま　 かずあき

2018 November9

Personal History

大学で障害児者の支援を行うボランティアサークルに入る
平成18年　NPO法人場とつながりの研究センターの設立に関わり、事務局長に就任
平成25年　子どもの居場所・学習支援の場「まなびあ」をスタート

民家を改装した施設で行われる「まなびあ」の活動の様子



　
兵
庫
県
で
は「
助
け
合
い　
広
が
る

つ
な
が
る　
赤
い
羽
根
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、５
億
２
，９
５
０
万
９
，０
０
０

円
を
目
標
に
来
年
３
月
31
日
ま
で
共
同

募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。お
預
か
り

し
た
募
金
は
、一人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
活
動
や
子
ど
も
の
居
場
所
支
援

等
、身
近
な
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。ま
た
、一
部
を「
災
害
等
準
備
金
」

と
し
て
積
み
立
て
、災
害
時
の
被
災
者

支
援
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
共
同
募
金
運
動
は
、地
域
の
福
祉
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、県
民
の
誰
も

が
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。県
内
各
地
で
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
に
よ
り
募
金
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、10
月
１
日
か
ら
は
地
域

の
た
め
に
な
る
寄
付
つ
き
商
品
を
販
売

い
た
だ
く「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
新
規
加
盟
店
も
新
た
に
増
え
、活

動
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。今
年

も
、皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1

　
９
月
11
日
〜
12
日
、神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
で
、近
畿
の
民
生
委
員・児
童

委
員
協
議
会
関
係
者
ら
約
１
３
０
人
が

出
席
し
、「
平
成
30
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

府
県・指
定
都
市
民
生
委
員
児
童
委
員

関
係
事
業
会
議
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
１
日
目
は
、全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
佐
甲
学
民
生
部
長
か
ら「
１
０
０
周

年
記
念
事
業
と
平
成
30
年
度
全
民
児
連

事
業
の
概
要
」と
題
す
る
基
調
報
告
が

行
わ
れ
た
。ま
た
、「
開
催
県
か
ら
の
発

信
」と
し
て
、神
戸
学
院
大
学
の
清
原
桂

子
教
授
か
ら「
災
害
に
備
え
た
民
生
委

員・児
童
委
員
活
動
へ
の
期
待
」と
題
し

て
講
演
が
あ
り
、自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、行
政
等
関
係
団
体・機
関
と
の
平

時
か
ら
の
関
係
づ
く
り
と
役
割
分
担
の

必
要
性
が
提
言
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、①「
地
域
版
活
動
強
化
方

策
の
策
定
に
向
け
て
」②「
民
生
委
員・

児
童
委
員
制
度
を
守
り
、発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
」③「
民
生
委
員
に
よ
る
災

害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
の
充
実
に
向

け
て
」の
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

熱
心
な
協
議・意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

全
体
会
で
は
、こ
れ
ら
の
共
有
と
、地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、民
生
委

員・児
童
委
員
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
民
児
協
組
織
の
機
能
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
行
政
、社
協
、民
間
企
業
組
織
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
で
構
成
す
る
兵
庫
県
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡

会
議（
事
務
局：ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
プ
ラ
ザ
）は
、９
月
28
日
に
初
め
て

の「
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
」を
開
催
し
た

（
参
加
者：78
団
体
１
２
８
名
）。

　
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
支
援
を
行

う
た
め
に
は
、県
市
町
災
害
対
策
本
部

だ
け
で
な
く
、市
区
町
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
団
体
・住
民
が
連
携
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
る
。南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
等
大
規
模
災
害
に
備
え
て
平
時
か
ら

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
体
制
や
人
材

育
成
を
図
る
た
め
、市
町
域
、県
域
、県

外
と
の「
つ
な

が
り
」を
意
識

し
た
実
践
訓

練
を
行
い
、多

様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
さ

ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
す

る
こ
と
の
大

切
さ
を
確
認

し
た
。

　
県
社
協
で
は
、県・神
戸
市
の
支
援
を

受
け
て
、外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入

支
援
の
た
め
の
監
理
団
体
と
な
る
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
る
。そ
の
一
環
で
こ
の

た
び
、県
社
協
と
ベ
ト
ナ
ム
の
送
出
機
関

で
あ
る
Ｊ
Ｖ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
㈱
と
の
間
で

技
能
実
習
生
の
送
出・受
入
に
関
す
る

契
約
を
締
結
し
た
。契
約
内
容
は
、技
能

実
習
の
基
本
的
枠
組
み
、業
務
提
携
に

よ
る
職
業
紹
介
、技
能
実
習
生
の
処
遇
、

送
出
機
関・監
理
団
体
の
役
割・義
務
、

費
用
負
担
な
ど
。

　
今
後
は
、外
国
人
技
能
実
習
機
構
か

ら
管
理
団
体
の
許
可
を
受
け
た
後
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
技
能
実
習
生
の
選
考
等

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被
災
地

支
援
の
た
め
、全
社
協
の
要
請
を
受
け
て

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
府
県・指
定
都
市
社
協
と

連
携
し
、こ
れ
ま
で
岡
山
県
内
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
を
支

援
し
て
き
た
。近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
と
し

て
、10
月
末
ま
で
に
延
べ
５
３
４
名（
速

報
値
）の
職
員
を
派
遣
し
、被
災
地
の
復

旧・復
興
に
尽
力
し
た
。

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
協
に
よ
る
職
員

派
遣
は
終
了
す
る
も
の
の
、引
き
続
き
、

被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
義
援
金
の
寄
付
な
ど
の
支
援

活
動
は
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　国庫補助金等特別積立金は、国・地方公共団体・民間公益補助事業による補助金、助成金、交付金
及び共同募金会配分金（受配者指定寄附金を除く）などを計上します。この国庫補助金等特別積立金取
崩額は、「サービス活動増減の部」と「特別増減の部」の２カ所に、費用の部にマイナスで計上されます。

　事業活動計算書上での減価償却費は、実
際の取得価額に基づいて算定・計上されます
が、補助金等の軽減分を費用の控除項目とし
て計上し、減価償却費の負担を軽くします。

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

(1)「サービス活動増減の部」に
マイナスで計上されるのはなぜか

　対象固定資産を廃棄処分又は売却した時点で、未取崩額を取り崩す場合に限られます。また、計算書類
に注記される「固定資産の売却若しくは処分にかかる国庫補助金等特別積立金の取崩」も、「特別増減の部」
に計上される国庫補助金等特別積立金取崩額の場合に限られます。

(2)「特別増減の部」に計上されるのは、どのような場合か

（例）
施設建物取得価額 390 百万円
　　　　　　　　（耐用年数 39 年）（内補助金 39 百万円）

事業活動計算書上の減価償却費 390 百万円÷39 年 =10 百万円

実際の減価償却は国庫補助金等特別積立金取崩額を控除して、
次のとおり　（390 百万円 - 補助金 39 百万円）÷39 年 =9 百万円

近
畿
の
民
生
委
員・児
童
委
員
が

神
戸
に
集
い
、意
見
交
換

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
を

初
め
て
実
施

第
72
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
10
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

技
能
実
習
制
度
に
係
る

ベ
ト
ナ
ム
送
出
機
関
と
契
約
を
締
結

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
協
に
よ
る

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
を
終
了

10月1日、神戸市兵庫区の湊川商店街で、
地域の団体や中学生らによる街頭募金活動

加西市商店連合会ポイント事業委員会が加西市初とな
る募金百貨店プロジェクトに参加。覚書調印式の様子。

一般社団法人セレクトが西宮市初となる募金百貨店
プロジェクトに参加。覚書調印式の様子。

加盟店44店舗で使
用可能なポイント
カードによる寄付。
12月末までに会員
が使用したカードの
回収１枚につき10
円が寄付されます。

就労継続支B型事
業所おむすび屋
「えんむすび」で12
月末まで寄付つき
商品（おむすびや
お惣菜など）を販
売します！

ひょうごの福祉
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N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N

助成金情報

行事予定

●問　●申　公益財団法人楽天 未来のつばさ
　　　　TEL 03-5642-7890
U R L　http://mirainotsubasa.or.jp/

兵庫県健康福祉部
「子ども食堂」応援プロジェクト補助金
新たに「子ども食堂」を開設し、事業の立ち上
げに必要な経費の補助を希望する団体を募集
します。
対　象　「子ども食堂」応援プロジェクトの実

施要項に定める「子ども食堂」を立ち
上げる団体

助成額　1団体上限20万円
締切り　平成30年12月28日（金）必着
●問　●申　兵庫県健康福祉部社会福祉局生活

支援課
　　　　TEL 078-341-7711（内線3007）
U R L　https://web.pref.hyogo.lg.jp/

近畿労働金庫
2018年度近畿ろうきんNPOアワード
子育て支援活動を進めるNPO法人やボラン
ティア団体に助成します。
対　象　近畿2府4県に主な事務所を置き、非営

利の市民活動・ボランティア活動を行
う、NPO法人と法人格のない任意団体

対象事業 平成31年4月1日～平成32年3月31
日に国内で実施する子育て支援事業
（前年度からの継続分でも可）

【はばたきコース】
団体規模に関係なく新規プログラムに助成し
ます。
助成額　大賞50万円（1団体）、優秀賞30万

円（2団体）、奨励賞20万円（5団体）
【はぐくみコース】
地域で活躍する予算規模200万円以下の小
規模団体に助成します。
助成額　はぐくみ賞10万円（4団体）
締切り　平成31年1月31日（木）必着
●問　●申　近畿労働金庫
　　　　TEL 06-6449-0842
U R L　http://www.rokin.or.jp/

　　　1日 第１回社会福祉研修委員会　　
◆県社会福祉研修所

 県内市町社協事務局長勉強会 
◆県福祉センター

　　　6日 苦情解決セミナー（姫路会場）　
◆県立姫路労働会館

　　　9日 ＮＰＯ法２０年阪神・丹波・神戸
フォーラム　　　　　　　　　
◆西宮市市民交流センター

県社協「ひょうごボランタリープラザ」のWEBサイ
ト（https://www.hyogo-vplaza.jp/）では助成金
情報を多数掲載しています。ぜひご活用ください。

公益財団法人オリックス宮内財団 “子ども食堂”応援プロジェクト
平成30年度助成
さまざまな事情による、子どもの“孤食”や“欠食”
を防ぎ、地域ぐるみで子どもを大事にする場と
なる「子ども食堂」の取り組みの充実にかかる
経費の一部を助成します。
対　象　子ども食堂を運営し、実施要項にお

ける要件を満たす団体
助成額　①子ども食堂の運営に対する助成：

上限30万円まで②子ども食堂の開
設拡充に伴う設備助成：上限30万
円まで

締切り　平成30年11月30日（金）
●問　　　公益財団法人オリックス宮内財団
　　　　TEL 06-6578-1805
●申　　　兵庫県社会福祉協議会地域福祉部
　　　　TEL 078-242-4634

公益財団法人大阪コミュニティ財団
2019年度助成
社会教育・学校教育の充実活動や社会福祉の
増進など、さまざまな分野の社会貢献活動に
助成します。
対　象　1年以上の活動実績がある非営利団

体（法人格の有無は不問）で、平成
31年4月1日から32年3月31日まで
の間に、実施を予定している公益に
資する事業

助成額　各助成分野により異なる
締切り　平成30年11月30日（金）消印有効
●問　●申　公益財団法人大阪コミュニティ財団
　　　　TEL 06-6944-6260
U R L　http://www.osaka-community.or.jp

公益財団法人楽天 未来のつばさ
自立奨学支援資金
児童福祉施設や里親家庭で暮らす子どもが自
立する際の資金を提供します。
対　象　児童養護施設・母子生活支援施設

等の児童福祉施設に入所している児
童、または里親家庭で生活している
児童で、原則18歳を迎え進学・就職
する児童

助成額　就職・進学の支度金として1人15万
円（200人支援予定）

締切り　平成30年12月21日（金）必着

　　13日 生活支援コーディネーター養成
研修（実践編）　　　　　　　　
◆県民会館

 ＮＰＯ法２０年播磨・淡路フォー
ラム　　　　　　　　　　　　
◆姫路市市民会館

　　20日 第67回兵庫県社会福祉大会　
◆川西市キセラホール

 マナーリーダー研修　　　　　
◆県社会福祉研修所

　　24日 福祉の就職説明会（尼崎会場）　
◆尼崎市中小企業センター

　26日～ 社会福祉援助基礎研修Ｂコース
◆県社会福祉研修所

　　30日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（神戸・阪神コース）　　　
◆とこはの家・おかば学園

 県社協 第258回理事会　　　
◆県福祉センター

 第2回社会福祉情勢セミナー　
◆県福祉センター

　　　3日 栄養士・調理師研修　　　　　
◆県私学会館

　　　6日 近畿ブロック地域包括・在宅介護
支援センター協議会兵庫セミナー
◆神戸クリスタルタワー

　　　7日 経営協 法人経営トップセミナー
◆神戸オリエンタルホテル

　　10日 県社協 第196回評議員会　　
◆県福祉センター

　　11日 苦情解決セミナー（神戸会場）　
◆県中央労働センター

　　13日 職業倫理と権利擁護研修　　　
◆県社会福祉研修所

　　14日 財務管理研修　　　　　　　
◆県民会館

 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（淡路コース）　　　　　　
◆ゆうらぎ・五色精光園

　　18日 日常生活自立支援事業 ケースカ
ンファレンス　　　　　　　　
◆県福祉センター

 社会福祉法人 人事・労務管理研修
（人事編）　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

 トップマネジメントセミナー　　
◆加古川プラザホテル

　　19日 社会福祉法人 人事・労務管理研修
（労務編）　　　　　　　　　 
◆県福祉センター

 看護・介護職員研修　　　　　
◆県立のじぎく会館

11月

12月

18日～19日

21日～22日

P2

社会福祉法人の経営計画
～理念を見つめなおし役割を考える～

特集①

P4

福祉サービスにおける苦情解決の取り組み
特集②

P9 私の物語
まちの中に新しい関係をつくりだす
大島 一晃さん（三田市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 ひまわり 地域住民の送迎サービス

みんなでつくるひょうごの福祉
さんかくカフェ ～誰もが気軽に立ち寄れる場～

抜群の知名度を誇る
「丹波黒（たんばぐろ）」。
枝豆や正月のおせち料理に

人気だよ。

見
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い
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ニ
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フ
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を
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て
い
ま
す
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11月は、「児童虐待防止推進月間」です。
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